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１．熊本市東区・南阿蘇・益城・熊本港の被災状況（中條壮大） 

 

 

  

東区マンションより北東方向を望む． 
図中の矢印にあるシティマンション保田窪本町は不

動産屋より，地震によって玄関扉が開かなくなるくら

いの歪みが生じており，倒壊の恐れありと聞く．要確

認．報告書等には使用すべきでないと思います． 

東区マンションより南方向を望む． 
全壊家屋あり．瓦破損多数． 

  
熊本城 城彩園近くの石碑．ずれと回転あり． 熊本城稲荷神社鳥居上部破損． 

  



熊本ホテルキャッスル．せん断クラック多数． 城東町 危険判定店舗． 
 

  
南坪井町ローソン．柱にせん断クラック．危険判定 熊本電鉄藤崎宮前駅舎．柱に多数クラックあり．立ち

入りが危険と思われます． 

  
阿蘇長陽大橋を豊後街道側より望む．基部に斜面崩壊

有り． 
立野病院近くの農道．斜面崩壊により崖下に滑るよう

に破損．撮影現場は今後崩壊の可能性あり． 

  
立野病院近く，斜面崩壊により被災した農道より阿蘇

大橋側を望む．立野ダム工事現場の近く．撮影現場は

今後崩壊の可能性あり．上部中央に写っている赤い屋

立野病院近く，斜面崩壊により被災した農道より村営

碧流キャンプ場側を望む． 



根の建物は阿蘇牛カレーが名物のマルデンと思われ

る． 

  

立野病院近く，斜面崩壊により被災した農道の被災状

況．右手斜面側に滑る形で崩壊． 
益城町津森杉堂 木山川近く，県道 28 号線沿いより．

倒壊家屋により塞がれた道路． 

  

県道 28 号線，津森から西原村へ抜ける道が斜面災害

により通行止め． 
日蓮宗龍鼻山日眞寺前のお墓．右手地面が隆起してい

ることが本来水平に設置されるはずの墓石よりわか

る． 

 

 

益城町石川付近の田んぼに北西から南東に走る地割

れのような跡 
 



  

益城町 専寿寺倒壊． 益城町文化会館裏の擁壁被害．手前に膨らむように破

損．斜面崩壊により写真奥の住居は手前に傾いている 

 

 
益城町上町 秋津川支川沿いの建物．川側の斜面崩壊

に伴い引き込まれるようにして倒壊． 
益城町県道 235 号線沿い 益城郵便局近くの電柱．沈

下が見られる． 

 

 

熊本港 標識の沈下 熊本港道路 既に補修済みの沈下被害 



  

熊本港フェリー乗り場 沈下による舗装被害 熊本港 沈下による不陸とその対策工 

  

熊本港 埋め立て地隅角部におけるクラックの発生 熊本港 埋め立て地隅角部におけるクラックの発生 
 

 

 

 



 

 

○八代市（調査日：2016/4/25） 

八代市役所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査時，建物内部の損傷により使用中止と

なっていた。庁舎の案内スタッフにヒアリン

グしたところ，4 階の損傷が大きかった，恐

らく今後も庁舎は使えないとのことだった。

市役所業務は支所に分散して業務を行って

いる。 

 

 

松江城址 

 

 

 

 

 

 

 

 

八代市役所の横の松江城。北側の石垣の

一部が崩落していた。どの時点の地震によ

り崩落したのかは不明。他の部分の損傷は

見当たらなかった。 

 

 

 

 

八代市役所 
松江城 

２．熊本各地の被災調査（岩坪要） 

調査日程：4 月 25 日（月）〜30 日（土） 

調査同行者：（4/29 のみ）福岡大学 渡辺教授，広島大学 有尾准教授 

調査方法：踏査，写真，及びヒアリング 

 



○宇土市（調査日：2016/4/25） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇土市役所 

本震の後，市庁舎からの撤退を行った。地

上４階部分のフロアの崩壊が見受けられる。

周囲には地盤沈下の後もあるため，その関

連性が示唆される。また，役所も耐震対策

を行っておかなければ，その後の影響も大

きくなることが教訓である。 

宇土シティモール横の JR 上の跨道橋 

調査時，JR 在来線は復旧していた。橋本体

に大きな損傷は見られなかったが，周囲に

地盤沈下の後が見受けられた。また，宇土

シティモール側ではベントを設置し，工事車

両も止まっていた。この道が通行止めのた

め，宇土シティモール側への移動は迂回を

余儀なくされている。  

宇土市役所 

JR 跨道橋 



○宇城市（調査日：2016/4/28） 

 

宇城市役所 

災害対策本部が置かれている宇城市役所。

駐車場や入り口付近には地割れの跡が見

受けられた。2枚目の写真は，新館横のイン

ターロッキングの部分には波打ったようにな

っていた。下部に何らかの管が入っている

ような部分に併せて波打っていた。自衛隊

の支援隊の拠点となっていた。 

 

避難所（ウィングまつばせ） 

建物外観には大きな損傷はなく，一部入り

口の制限はかけられていた。周囲に沈下の

跡が見られた。 

通行止め区間 

道路にクラックが入っており，噴砂の跡が確

認出来た。川に並行してクラックが入ってい

た。②通行止め区間は建物の崩壊が著しく，

通行制限をかけていた様子であった。至る

所でマンホール周辺の陥没が確認出来た。 

  

通行止め① 

避難所 

宇城市役所 

通行止め② 



○横江大橋（調査日：2016/4/25，28） 

 

 

 

 

 

 

 

横江大橋 

 

 

２連のトラス橋を連結し，それぞれに落橋防

止装置もついていた。この橋台部分が沈下

したため，上弦材に圧縮が作用し圧壊と座

屈が発生していた。橋上に昇る階段もはず

れていた。また，上流に架かる新鏡川橋は，

25 日には通行可能であったが，２８日は通

行止めとな

っていた。

荷重制限

のためと考

えられる。  

新鏡川橋 

横江大橋 

通行止め 



○白川橋（調査日：2016/4/26） 

 

 

 

 

 

 

 

白川橋 

 

 

 

 

熊本駅前の白川橋は通行止めとなっていた。

熊本駅側の支承２台の損傷が確認出来た。

併せて橋台のクラックも発生しており，伸縮

継手部分に段差があった。ピン支承のピン

が損傷しており，下流部分のピンがはずれ

た支承は横にづれていた。落橋防止装置の

損傷は確認出来ず，橋脚側の支承の損傷

は遠目からだと確認出来なかった。 

  

白川橋 



○川尻周辺（調査日：2016/4/27） 

 

 

 

 

 

 

 

河尻神社 

 

 

 

 

 

 

 

旧道沿い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川尻駅から西熊本駅までの旧道と路地を踏

査した。この周辺は水路が多く，至る所での

沈下や建物倒壊が見受けられた。特に，液

状化現象に伴う噴砂と思われる砂が多く散

在しており，大きな液状化が発生していたも

のと考えられる。旧道から一本入った路地

にいくと，復旧工事も間に合わず通行止め

の区間や段差，路面のクラックなどがその

まま残っていた。川尻駅から南，さらに西熊

本駅から北のエリアでも大きな液状化の跡

があった。  

調査経路 



○下画図橋（調査日：2016/4/27） 

 

 

 

 

 

 

 

東部浄化センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敷地外から見ると，路面の損傷があった。

施設前にはテントが数張り建ててあった。 

 

下画図橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋の入出口共に，接続道路部分との段差

が大きかった。江津湖を中心に，健軍方面

と田迎方面，あるいは嘉島方面をつなぐ基

幹道であるため，交通量は非常に多かった。

下画図橋 



○緑川沿い（調査日：2016/4/26） 

 

 

 

 

 

 

 

下仲間神社 

 

 

 

 

 

 

 

下仲間神社の社は原型を留めていたが，鳥

居は崩壊していた。周囲の住宅も傾斜や屋

根の損傷が見られた。 

城南橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

城南橋には段差があり，接続道路にクラッ

ク，および堤防沿いの道路にもクラックがあ

り，堤防上の道路は早期から通行止めにな

っていた。 

緑川沿いの堤防上の道路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑川沿いの県道のクレア近くの道路の様子

で，通行止めになっている。この県道は全

体に渡って同様のクラックが入っているもの

と考えられる。また，この地域は昔から水害

が多い地域でもあるため，道路の復旧と同

時に堤防の機能保持のための工事が行わ

れている様子であった。  

通行止め区間 

下仲間神社 

城南橋 



○益城町（調査日：2016/4/30） 

 

 

 

 

 

 

 

益城町役場 

 

 

 

 

 

 

 

住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

城南橋には段差があり，接続道路にクラッ

益城町役場はボランティア活動の拠点とな

っていた。住宅の被害は多数。擁壁の倒壊

などに起因する被災も見受けられた。 

農協前駐車場の噴砂 

 

 

 

 

 

 

 

益城町総合体育館の反対側にある農協前

の駐車場では，クラックと大量の噴砂の跡

が見られた。 

宅地の崩壊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宅地の擁壁の崩壊が見られた。国道から益

城町役場に上がる途中，あちこちで崩壊が

見られ，明らかに啓開前は土砂で通行止め

になっている箇所などがあった。 

  

崩落 

踏査 

益城町役場 

液状化 



○南阿蘇（調査日：2016/4/26） 

 

 

 

 

 

 

 

阿蘇大橋 

 

 

 

 

 

 

 

南阿蘇大橋 

 

 

 

 

 

 

 

セブン・イレブン 

 

 

 

 

 

 

 

 

床瀬川橋 

 

 

 

 

 

 

 

黒川地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

断層 

 

 

 

 

 

 

 

被害甚大な南阿蘇の黒川地区周辺。 

  

黒川地区 

南阿蘇大橋 

阿蘇大橋 

床瀬川橋 



○田口橋（調査日：2016/4/26） 

 

 

 

 

 

 

 

田口橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

甲佐町の県道 106号線から緑川を渡る田口

橋と，上流の乙女橋は通行止めとなってい

た。田口橋への誘導路には噴砂の跡が残っ

ており，橋台，及び橋脚上の伸縮継ぎ手部

に段差が見られた。さらに橋台の損傷もあり，

支承の損傷（３基のうち１基）も確認出来た。

再度ストッパーが折れ曲がり，その影響と考

えられるがアンカーを介して橋台にもクラッ

クが発生していた。 

 

  

乙女橋 

田口橋 



○御船町（調査日：2016/4/30） 

 

 

 

 

 

 

 

国道 445 号線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御船川横の堤防の斜面が崩壊し，先に向

かって幅員中央に段差が生じていた。 

 

御船町役場 

 

 

 

 

 

 

 

御船町恐竜博物館 

 

 

 

 

 

 

 

御船町役場横の恐竜博物館は物資集積所

となっていた。 

秋只橋 

 

 

 

 

 

 

 

高速道路の跨道橋である秋只橋は通行止

めとなっていた。段差だけでなく，損傷があ

るのかもしれない。 

 

 

  

通行止め区間 

御船町役場 

秋只橋 



○一ツ橋（調査日：2016/4/26） 

 

 

 

 

 

 

 

一ツ橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県道２６６号線から県道 313 号線に入る高

速道路上の跨道橋で，周囲に斜面崩壊や

噴砂の跡が確認出来た 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車道部は段差の補修後に通行可能となって

いるが，歩道橋は支承から外れて落下して

いる。設置箇所の影響か，構造的な要因な

のか原因は不明である。 

  

一ツ橋 



○嘉島 JCT 付近（調査日：2016/4/30） 

 

 

 

 

 

 

 

北甘木橋 

 

 

 

 

 

 

 

片側２車線の内，片側の２車線を通行規制

をしていた高速道路の跨道橋。 

東無田橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周囲の道路の沈下が激しく，橋台を含めた

擁壁の損傷も見られた。 

高速道路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車線規制して開通した後の九州自動車道。

桁に縦補強材を溶接し，ベント，及びジャッ

キアップして補修工事の最中であった。支

承が外れて下フランジを損傷させていた。周

囲の道路状況などからすると，地盤の沈下，

橋脚の揺れ，上部構造の揺れなどを複合的

に検証する必要があると考えられる。 

  

九州自動車道 

東無田橋 

北甘木橋 



○熊本大学（調査日：2016/4/29） 

 

 

 

 

 

 

 

熊本大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○赤水駅周辺（調査日：2016/4/29） 

 

 

 

 

 

 

 

ミルクロード 

 

 

 

○赤水 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

熊本大学工学部１号館 

脱線車両 

赤水駅 

脱線車両 


